












序論 

従来ヒト単球には,貧食能,マイトゲンによるリンパ球芽球化反応補助能,抗体依存性細胞

障害能,免疫グロブリン産生補助能などといった多彩な機能が認められていながら,純粋か

つ大量にヒト単球を得る事の著しい困難性より,これら免疫機能の精細な研究の進展は遅

滞しているといって良い。一方ヒト単球の一次的機能欠損に帰因すると思われる免疫疾患

はほとんど知られていず,この事の一因にはヒト単球の,数の点からも純度の点からも試験

管内で扱いにくい側面が関与しているものと思われる。このような観点から現在最も必要

とされている事の 1つは,試験管内で機能を保持した単球を増殖させ,単球機能検索の材料

とする事である。われわれは最近急性単球性白血病患者より単球性白血病細胞株(THP-1)

を試験管内で樹立する事に成功した。今回の報告ではこの細胞株の単球としての性状につ

いて主に述べたい。 


